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台風による天候の悪化で、皆さまのご参加に支障が出るのではと委員一同心配しておりましたが、幸いにも
大きな天気の崩れもなく無事に本年度第1回の知財セミナーを実施することができました。ご参加いただいた
皆さまの熱心な受講への思いを実感させられた2時間でした。
会場のレイアウトともあいまって、講師の方との距離を身近なものにして、共にハンドブックを読み解くとい
うスタイルが実現できたことをうれしく思っております。9月3日の第2回セミナー開催に向けてデザイン保
護委員会として、今回のセミナーで学んだことを生かし一層の成果があげられるように努力して行こうと考
えております。

講義終了後に皆さまからいただいたアンケートの回答は、今後の情報発信の指針を決めていく上での大切な
参考とさせていただきます。本レポートでは、アンケートの回答内容（公開できることのみ）と、併せてセミ
ナーに参加いただけなった皆様に向け、永芳講師からハンドブックの利用の仕方を伝えていただきます。
また、今回は株式会社Too様に会場のご提供と、当日も細かなサポートをいただけましたことに感謝いたしま
す。

（2015年7月31日　編集・文責：デザイン保護委員会　委員長　丸山和子）

◆このページに限らずVol.1～これまでに掲載した内容は著作権・他で保護されています。
無断転用はお断りいたします。引用の場合は引用部分を明確にし、出所の明示をお願いいたします。

● 情報発信

「デザイン保護ハンドブックを読み解く」セミナーの概要「デザイン保護ハンドブックを読み解く」セミナーの概要
永芳太郎　弁理士　（みずの永芳特許事務所 所長）永芳太郎　弁理士　（みずの永芳特許事務所 所長）

※※今回の講師をご担当いただいた永芳弁理士から、セミナーにご参加いただけなかった皆様に、このハンド
ブックの読み解き方を以下にお伝えします。

JPDAのデザイン保護委員会（旧権利保護委員会）制作の「デザイン保護ハンドブック」は、2010年3月31
日に手帳版の小冊子として初版が発行されました。
その前書きには、「・・・知的財産とは一体どのようなものか、又その権利を守るために契約をどの様に結
ぶ必要があるかを簡単にご理解いただけるようなハンドブックを作成いたしました。」とあります。

今回、初版に比べると大型のカラー版になった、デザイン保護ハンドブック（改訂版）が発行されました。
発行の主旨や内容は初版を引き継いで、契約書を作成する必要性や背景として知っておくべき権利、制度の
概要を平易にまとめたものになっています。
以下に、「デザイン保護ハンドブックを読み解く・概要編」セミナー（2015年7月16日開催）でお話しし
た、知的財産権の概要編、契約編、資料編からなる「デザイン保護ハンドブック」の概要や具体的な事例な
ど、説明の要点を紹介します。

[[創作～製品化の経過と権利創作～製品化の経過と権利]  ]  ：Ｐ02・03
改訂版は、Ｐ02・03の「創作～製品化の経過と権利」の項で、目次とは別に、デザイン業務の進行に伴って
確認し行っておくべき事項を整理して、それぞれに関連する説明が掲載されている、本ハンドブックの該当
頁をＰ03の右列に挙げています。
例えば、業務のスタートとなるデザインの依頼・受託時に、合意事項を具体的に確認するために作成する契
約書について知りたい場合は、Ｐ20・21に「契約書サンプル」があり、契約内容のチェックポイントが
Ｐ16～19に掲載されていることを、時系列表の中で紹介しています。

＜＜　知的財産権の概要編　＞＞＜＜　知的財産権の概要編　＞＞
1  [1  [知的財産権知的財産権]  ]  ：Ｐ04・05
「知的財産権」と総称される、知的な創造活動から生まれた、デザインなどの成果物を保護している権利に
は、出願して登録を受けないと権利が発生しない権利（産業財産権 ＝ 特許・実用・意匠・商標）と、著作権
のように、出願などの手続きを要さずに権利が発生するものがあります。
著作権は、他人の創作物を知らず独自に創作されたものには権利が及ばないのに対して、特許権、意匠権な
どの産業財産権は、その権利を知っていたか否か（模倣したか否か）に関わらず権利が及び、製造販売の中
止などを求められます。

2  [2  [産業財産権産業財産権]  ]  ：Ｐ06・09
Ｐ06～09で概要が説明されている、意匠権、商標権、実用新案権、特許権について、それぞれパッケージデ
ザインに関わる事例を紹介しながら解説します。

❶❶ 意匠権意匠権

デザインを保護する中心的な制度である意匠制度を活用して、上記のように、パッケージの全体形状、切り
離しのミシン目のみの形状、模様付きの全体意匠、創作の主要部のみの部分意匠など、保護の態様を工夫し
た各種の登録例が見られます。

❷❷ 商標権商標権

出所を表示するほどに知られるものとなった容器の形状を始めとして、商品の形態そのものが商標として半
永久的に保護されている事例があります。
そのほか、キャッチフレーズ的な言葉が商標登録されていたり、模様も含めたパッケージ全体のデザインが
商標として登録されている事例もあることに注意する必要があります。

❸❸ 実用新案権実用新案権 ❹❹ 特許権特許権
パッケージの形状やデザインの要素が、技術的な効果の観点から特許や実用新案として出願、登録されてい
る例があります。

[[パッケージに関する産業財産権の例パッケージに関する産業財産権の例]  ]  ：Ｐ09
一つのパッケージに特許と意匠、意匠と商標など複数の権利が成立している例があるように、いろいろな観
点から保護を図る可能性があります。

3  [3  [著  作  権著 作  権]  ]  ：Ｐ10・11
著作権は、Ｐ22の表にあるように複数の権利の束です。
無断で他人に作品を複製されない権利（いわゆる著作権）と、著作者が不快に感じることが起きないよう
に、無断で改変されたり公表されない権利（著作者人格権）があります。
パッケージデザインの素材となる写真、イラストなどについて、使用の許諾や著作権の譲渡を受けていて
も、無断で改変することはできないので注意を要します。

4  [4  [その他の保護法・規制法その他の保護法・規制法]  ]  ：Ｐ12・13
❶❶ 不正競争防止法不正競争防止法
販売している商品に対して、誰が見てもいけない商売と思われるものがある場合には、意匠権等の権利がな
くても、不正競争防止法に基づいて、差止の請求や損害の賠償を求めることができる場合があります。
デザインに関連して、以下のような行為が、不正競争行為として規制の対象となっています。

●周知表示との混同を起こさせる行為（不競法2条1項1号）
広く知られた商品形態と混同させる商品であると認められた事例

●商品形態の模倣（デッドコピー）行為（不競法2条1項3号）
デッドコピーと認められた事例

❷❷ 肖像権肖像権 ❸❸ 商品化権・パブリシティー権商品化権・パブリシティー権
タレントや有名人の顔写真や名前などには、その使用によって経済的な利益を生む力（顧客吸引力）がある
ことから、無断で使用されない権利が認められているので、商品に利用する場合には許諾を得る必要があり
ます。
映画スターなどの場合、本人の死後も遺産管理団体が肖像権などの管理をしていることがあります。

5  [5  [権利トラブルに巻き込まれないために権利トラブルに巻き込まれないために]  ]  ：Ｐ14・15
❶❶ 他人の権利を侵害しないように他人の権利を侵害しないように
産業財産権（特許、実用新案、意匠、商標）は、模倣の意図が無くても同一または類似のものは権利侵害と
なるので、製品デザインの決定や製造開始の前に、他人の権利の有無を確認することが大切です。
事前調査は、「特許情報プラットフォーム」を利用して行うことができます。

❷❷ 創作の事実の証明創作の事実の証明
デザインの創作日、実施日を客観的に証明できるように記録しておくことが、後日に、他人の権利との関係
が問題になった場合に、先に実施していることや、独自に創作したものであることを証明するために有効な
手段になります。

日本デザイン保護協会が行っている「創作デザインの寄託」や、公証役場の「確定日付」を利用することで、
後日の証明が容易になります。

＜＜　契 約  編　＞＞＜＜　契 約  編　＞＞
1  1  [[契約・契約書の形式契約・契約書の形式]  ]  ：Ｐ16
契約は口約束でも有効であるとされますが、業務の委託者と受託者間で、契約内容の理解に行き違いが生じ
ないように、簡易なものであっても文書化することが望まれます。

2  [2  [契約内容のチェックポイント契約内容のチェックポイント]  ]  ：Ｐ16～19
1 業務の具体的な内容 ～ 12 特記事項のチェック項目番号は、Ｐ22に掲載の「契約書サンプル」契約事項
の各項番に対応しています。
この中でも、扱いが曖昧になりがちな不採用案の扱い、産業財産権の登録を受ける権利や著作権などの各種
権利を誰が有しているのか、またその譲渡の状況などが、契約書によって確認されていることが必要です。

[[参考参考]   ]   著作権の譲渡について：Ｐ19
著作権の譲渡においては、契約書に「全ての著作権を譲渡する。」と規定しても、譲渡されない権利があり
ます。

著作権法は、同一性保持権などに関する「著作者人格権」は、「譲渡することができない。」と規定してい
ます。そこで、譲渡された側がトリミングなど一定の改変を許諾なくできるように、「著作者人格権を行使し
ない」旨の規定を加えることがあります。
また、イラストからぬいぐるみに翻案するような、表現手段を変えた利用については、譲渡の対象に「著作
権法第27条、第28条に定める権利を含む」ことが明記されていなければ、「全ての著作権の譲渡」の中に含
まれないと規定されています。

3  [3  [契約書サンプル契約書サンプル]  ]  ：Ｐ20
4  [4  [簡易版契約書サンプル簡易版契約書サンプル]  ]  ：Ｐ21
いずれのサンプルも、日本パッケージデザイン協会ホームページの「会員専用ページ」からダウンロードす
ることができるので、活用してください。
＊ダウンロードページは“こちら”からアクセスください。＜会員専用のためID・パスワードが必要となりま
す＞＊

＜＜　資料編　＞＞＜＜　資料編　＞＞
●●著作権の概要
●●デザインに関する各法比較
●●情報入手先一覧
●●D-8創作証制度

D-8創作証を貼付すること自体が、何らかの権利を直接発生させるものではないとしても、それぞれのデザイ
ンにそれぞれ「創作した人」がいるという認識を高めます。
また、著作権表示の「Ⓒ Copyright マーク」が、制度的に表示の必要がないものとなっていても使用され
ている例を多く見るのと同様に、D-8創作証を表示することが権利意識の高さを示すものとなって、デザイン
やデザイナーの評価の向上につながって行くことが期待されます。

●●JPDA HP デザイン保護委員会レポートリスト
関心の高い項目を判り易く説明しているレポートが多いので、一読してみてください。

[[デザイン素材のチェックポイントデザイン素材のチェックポイント]  ]  ：Ｐ27
デザイン素材の使用や修正・加工に関する許諾の確認が、主なチェックポイントになります。提供側に素材ご
との許諾状況を明示してもらうためにも、このチェック用紙を利用してください。

以上

今回の今回の第1回〈デザイン保護ハンドブックを読み解く・概要編 〉第1回〈デザイン保護ハンドブックを読み解く・概要編 〉セミナーは下記のように実施されまセミナーは下記のように実施されま
した。した。

【講　　師】：永芳太郎 氏（みずの永芳特許事務所　所長・弁理士）
【日　　程】：2015年7月16日(木) 18:30～20:30 (受付開始 18:00～)
【会　　場】：「Gallery.Too」 東京都港区虎ノ門3-4-7 虎の門36森ビル3階
【参加資格】：JPDA会員およびD-8会員・一般
【参 加 費】：1,000円／名
【募集人数】：40名（実質参加者数：41名）
【主　　催】：(JPDA) 公益社団法人 日本パッケージデザイン協会 デザイン保護委員会
【協　　力】：株式会社 Too

◆アンケート集計報告（回答者40名）◆アンケート集計報告（回答者40名）
山本　典弘：デザイン保護委員会　委員／弁理士

アンケート10項目から、以下の集計をお伝えします。
・講義内容の理解度
・参加者の業種・経験年数
・より詳しく知りたい知財
・契約書を取り交わしているか

※各円グラフで数字はアンケートの回答者数、2ヶ所に回答した場合をそれぞれ0.5人としてあります。

(1) 今回の講義内容について、良く理解できたか否かを伺いました。
①「理解できた」と②「まあまあ理解できた」を合わせると、9割となり、受講者に望む内容となったと思わ
れます。

(2) 参加者の業種、経験年数を伺った。
個人やデザイン会社のデザイナーで、比較的経験が少ない方を想定して、“概要編”として開催しましたが、ベ
テランを含めて幅広い層に要望があることがわかりました。

(3) より詳しく知りたい知財について伺いました（複数回答）。
「著作権」、「意匠権」、「商標権」の要望が高いようです。他の質問欄の自由回答でも「著作人格権」、
「著作権」の契約など著作権からみの要望がめだちました。

(4) デザイン業務の契約書を取り交わしているかについて大まかに伺いました。
メーカー系＋コンバータ系で40％、デザイン会社も42％ということもあり、76％の方が YES（時々を含
む）と回答されていました。一方、“話題にし難い”との回答も4名ほどあり、今後とも契約を交わす環境作り
が求められます。

以上

◆第２回セミナーのお知らせ◆第２回セミナーのお知らせ
9月3日(木)実施となります、第2回の詳細は本レポートVol.67をご覧ください。
※申し込みにつきましては、前回と同様FAXにて参加申込書添付のご案内を8月5日に予定しています。
JPDA会員以外の方は、事前にJPDA事務局にFAX番号をお知らせください。
事務局メールアドレス：【　 info@jpda.or. jp　】

● 活動報告

2014年度　第2014年度　第55回回 D-8   D -8  デザイン保護研究会デザイン保護研究会
6月6月1818日日(木 )(木 )18 : 3018 : 30～～20 : 3020 : 30　於：　於：J IDAJ IDA事務局（六本木・アクシスビル事務局（六本木・アクシスビル4F4F））

参加者：敬称略
各協会デザイン保護担当委員： DSA／欠席、JAGDA／1名、JCDA／1名、JID／2名、JIDA／1名、JJDA
／1名、JPDA／1名、SDA／1名（委員長）
オブザーバー：経済産業省／1名、特許庁／1名

議長：SDA
議事内容議事内容
1.）デザイン契約・報酬に関するガイドラインについて
これまでの研究会で収集した各団体の資料をまとめたものを参考資料として当日配布される。資料の構成は
（表紙+○○デザインとは+デザイン契約について+参考資料+その他資料）として各協会統一フォーマットに
て作成。
内容については秘密に属するものもあるので、当面各団体が内部資料として保管し、発表等の公開はしない
方向で合意する。

2.）D-8創作証について
創作証の各団体別進捗状況を報告。
JJDAは担当者変更直後のため、状況把握できずとのこと。
JIDからは連休開けに全員に向けて資料配布したこと、登録制の是非、申請ではなく全員配布等の意見があっ
たことが報告される。
JPDAは創作証の主旨・成り立ち・運用の実際等についてが、記載内容に含まれた「デザイン保護ハンドブッ
ク（改訂版）を、会員に向け6月下旬に配布予定であることを報告。
その他団体については特に目だった進捗はなし。

3.）幹事協会変更に伴う件
幹事協会変更に伴う委員長交代の件が現委員長より提示されたが、この会議では決定せず、持ち越し案件とな
った。

4.）その他案件
2015年度予算については、通常の予算案にて8月6日運営会議に上程することとなった。
次回委員会は8月20日18時30分よりJID事務局（西新宿OZONE）にて開催予定。
（議事録作成：デザイン保護委員　時田秀久）
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